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＜連絡事項＞

· 本日プロセスレコードの研修実施予定。
 ＜外来情報＞

· 柳町　信之　様～兄様が週に1回おかずなどの食料を持ってきてくれるとの事。肛門の痔は痛みも

なく出血もしていないと話される。

· 上久保　善郎様～22～29日まで外泊予定。11月に退所すると話す為、規則正しい生活をして飲酒

しないように伝えている。年金が1級から2級へ変更になるかもしれない事を伝

えると｢だめです｣と話される。

· 鹿原　博夫　様～特に変わりないと話される。

· 前野　義勝　様～担当医より幸房以外で働く事は考えていますかと質問されると｢生活面では問題

ないが、仕事面で少し心配だ｣と話される。

· 大久保　恒夫様～採血の結果は異常なし。4週間分処方している。

· 細越　定生　様～特に変わりなし。2～3日前に体重を測ったら124kgだったと話される。

· 大久保　康弘様～睡眠も7時間位摂っており、安定していると話される。

· 平　　康子　様～担当医より通所を休みたくなる事はありませんかと聞かれるとたまに休みた

いと思う事があると話される。保険証や税金のことが気にかかると話している。

体重65.8kg。

· 長瀬　紘一郎様～26日に平和病院を受診するとの事。血圧も安定している。

· 中居　松男　様～｢疲れているよ。でも何とか頑張っている。｣と話される。20日の祭に来るとの

事。体重が72.6kgで食べているから減らないと話される。

· 山田　健次　様～担当医より疲れていないかと聞かれると｢大丈夫です。｣と報告される。

· 船場　幸子　様～規則正しい生活をしていると話され、届いた保険証を担当医へ見せている。20

日の祭に行くとの事。

· 中居　美津子様～現在飲んでいる薬により筋肉痛は大分良くなったと報告される。

· 種市　久子　様～下の子を12月に戻す予定だと話される。娘が口答えをしイライラする為素直に

なるまで口をきかなかったとの事。

· 佐藤　朗子　様～特に変わりなく仕事も休まずやっていると話される。

· 奥山　以依子様～健康クラブで体脂肪が多い為減らすように言われたので、トマトとヨーグルトを

食べていると話される。

· 古舘　ヨリ　様～土曜日に台風が来るとニュースでやっていた為受診したと話される。ダイエット

をしているとの事。体重64.6kg。

· 小野寺　文明様～整形へ入院しなくて良くなり、1週間に2～3回軽い運動をするように言われた

との事。

＜通所利用者様情報＞

· 岩織　由美子様　～昨日受診終了後に通所スタッフと体の内出血について話をしている。本人は外

泊中に転んだと話されるが、明らかに転んで出来たあざでは無いようなので外

泊中の様子を聞いたところ、涙ぐみ｢もうこれ以上聞かないで｣と話される。

本日来所後に再度広範囲の内出血が確認できる事を伝えると、「（夫様に）やめてと話したら、“もうしないよ”と言ってくれたからいいの。」と話し、今までもこういう事はあったと話す。本人様から明確な主語は話されていない。自分が変わらなければならないと話すも、スタッフより変わる為にデイケアで何をすべきか確認すると、｢あなたに言われる筋合いは無い｣と話し会話が終了している。

· 我満　奈津紀様　～月曜日の受診後に娘様を連れて通所へ来ても良いか相談あり、担当医に確認。　

娘様は同年代の子供と交流を図り、また、身体能力を身につける必要性がある

為、通所へは連れてこない方向性とし、娘様が来所された場合でも長時間通

所で過ごす事の無いように説明している。又、小学校教頭から教育センター“うみねこ学級”を勧められ、娘様も興味を持っている様子の為、明日市役所に利用について相談してみるとの事。その後は、学校からの連絡を待つように説明している。

本人から「疲れておかしくなりそうだ」と訴えあり。娘様のために活動する事は苦では無いが、通所へ来ても娘様が心配で集中出来ず、家では娘様が昼夜逆転傾向の為、入眠時間が遅くなっているとの事。現在は睡眠もとれ、体調は崩していないとの事。

· 下口　政子　様　～三戸生活支援センターの柿本様から通所へ電話あり。下口様へ10月から個別

支援を行う予定であり、通所で就労について話をされたと本人から情報があった為、デイケアでの関わり方について詳細な情報が欲しいとの事。又、今後の通所利用回数や、方針についての情報交換をしたいと話される。

⇒・三戸生活支援センターでの個別支援内容について情報がない為、柿本様に電話し確認する。

・本人へ、今後のデイケアの利用目的や目的に応じて、デイケア利用日を

増やす等の内容を検討する。
・本人との話し合いの内容を踏まえて、柿本様へ連絡。担当医へと今後の

方針について確認する。

· 田中　宏明　様　～昨日の通所体験利用について青明舎へ情報提供している。青明舎としては通所

のエアロビクスや運動療法を通して就労に向けての基礎体力をつける事、対人面での能力の拡大を検討している。

⇒・担当医から正式利用への移行許可が出た為、正式利用へと移行していく。

・本人、通所スタッフ、青明舎スタッフで面談を行い本人の目標を決めていくこととする。

· 種市　久子　様　～受診後通所へ立ち寄られ、25日には来所すると話される。その際に通所前の

道路へ袋ごと薬を落としていたため、青風荘スタッフより渡している。

· 秋山　和子　様　～個人面談を行っている。担当医より10月からも通所へ通う旨を伝えられ、｢10

月になってもデイケアに来るの？デイケアに来ないで家の中にいたい。病棟

もデイケアもいい人がいない。全部嫌だ。｣と話される。家の中にずっといる

とまた耳がキーンとしてしまったりする為、生活リズムを整える為にも通所

する様に伝えている。

· 川口　八寿子様　～青明舎から情報あり。青明舎来所の際にうみねこ幸房を利用する事について

細越様より「高い利用料払っていかなければならないのに、意味があるのか」「うみねこ幸房を利用する程の能力があるのか」「週１回であれば利用しなくても同じじゃないか」等のきつい言葉を掛けられたとの事。

⇒午後からは、通所でも表情暗く過ごしている。









